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外科カンファレンスの英語化
韓国の Seoul National University Hospital（SNUH）

は伝統ある大学病院だが，年間約 1,000 例の胃癌手術を
こなす外科学教室では，外国人見学者が一人でもいれ
ばカンファレンスをすべて英語で行っている．外国人
見学者は常に複数いるので，結局すべてのカンファレ
ンスは英語である．これがさまざまな好循環をもたら
している．学生や若い医師はカンファレンスの資料を
英語で準備することを通じて医学英語に慣れ，スタッ
フは充実した議論を行うために英語力を磨き，そして
何よりも，自分たちの仕事を英語化することで国際的視点が育つ．教室員たちの国際学会での発表
や受け答えが上手になり，教室の国際的評価が上がる．見学者たちは，単に手術見学に終わるので
はなく，理解が深まって研修が充実し，帰国後はこれを周囲に喧伝する．以前は日本に見学に来て
いた欧米の外科医たちは，自然にソウルへと向かうようになった．
英語カンファレンスにはもちろん弊害もある．外国語では議論が十分に深まらず，また時間も余
計にかかるので，カンファレンスの質が落ちる．抄読会や研究会ならまだしも，臨床に直結するカ
ンファレンスでは質の低下は避けなければならない．この壁を越えるには，SNUHのH. K. Yang 教
授のような強いリーダーシップが必要であろう．我慢して英語で通し続けるうちに参加者自身がそ
の意義を体感するようになり，必然的に全体の英語レベルも向上し，好循環が生まれる．しかしそ
こに達するのは容易なことではない．
韓国には韓国胃癌学会というこぢんまりした国内学会があるが，10 年前にその年次集会をKorea 
International Gastric Cancer Association（KINGCA）という英語オンリーの国際学会に変更した．
高名な医師を海外から多数招聘するといった戦略も奏功して，今では世界 40 か国以上から医師・研
究者が集まるようになり，「胃癌を学ぶなら韓国へ」の流れが広がってきている．これに対して，日
本胃癌学会は世界の胃癌研究・臨床を牽引してきたが，年次集会の国際化には背を向けることを決
めた．「胃癌についてしっかりと母国語で議論したいと考える多くの会員の皆様に資する学会であ
ることを重視」するとして，国際感覚を磨きたい会員はKINGCAに参加するよう奨励しているの
である．寂しいことだが，日本語での徹底的な議論がこれまでの胃癌治療の歴史を作ってきたと考
えるなら，英語化はむしろ弊害と判断するのもやむを得ないかもしれない．とはいえ，まずは足元
のカンファレンスの英語化を進めることで，英語で議論する素養を身に着けることは辛抱強く続け
ていくべきであろう．
このたび 11 年余り務めてきた本誌の編集委員を若い世代に引き継ぐことになり，これが私の担当
する編集ペンの最終回となった．「外科」と「英語」をキーワードに書き始め，ここ数年はコロナ一
色になっていたが，最後にこの話題に戻れて嬉しい．本誌の発展を期待しつつペンを置く．
� （佐 野 　 武）
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